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羽
田
直
結
を
活
か
し
た
ホ
テ
ル
事
業

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
に
よ
っ
て
増
強
さ

れ
た
空
港
直
結
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
羽
田

空
港
を
玄
関
口
に
、
国
内
外
か
ら
の
訪
問
客
を

沿
線
に
迎
え
る
―
―
鉄
道
事
業
が
展
開
す
る
広

壮
な
取
り
組
み
に
対
し
て
、
沿
線
各
地
で
早
く

も
結
果
を
出
し
て
い
る
の
が
、
ホ
テ
ル
事
業
だ
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
利
用
者
増
に
伴
い
、

沿
線
の
ホ
テ
ル
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
０
７
年
よ
り
、
京
急

沿
線
、
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
沿
線
に
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
」
を
展
開
。
現
在
、

全
７
館
、
約
１
７
０
０
室
を
運
営
し
て
お
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
誌
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
第
６
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
、
利
用

客
の
評
価
も
高
い
。

「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
は
い
ず
れ
も
駅
か
ら
５
分
以

内
と
い
う
立
地
に
あ
る
。
羽
田
空
港
へ
は
乗
り

換
え
な
し
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
の
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
も
旅
行
客
に
も
人
気
が
高
い
。
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
と
し
て
大
変
高
い
稼
働
率
を
保
っ

て
お
り
、
経
営
は
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
将

来
的
に
も
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
」
と
、
國
生
伸
常
務
取
締
役
・
生
活
事
業
創

造
本
部
長
は
語
る
。

中
で
も
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」
は
、

９
３
５
室
と
都
内
最
大
級
の
部
屋
数
を
誇
る
。

も
と
も
と
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
だ
っ
た
ホ
テ
ル
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
部
屋

の
調
度
が
豪
華
で
広
く
、
利
用
客
に
も
好
評
だ
。

京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
は
、
今
後
も
積
極
的
に
展
開

す
る
予
定
で
、
２
０
１
５
年
に
は
京
急
川
崎
駅

の
再
開
発
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
駅
ビ
ル

の
上
層
階
に
開
業
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
同

年
中
に
東
銀
座
駅
近
傍
で
の
開
業
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク 

Ｌ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
は
、
京
急

沿
線
で
は
な
い
が
、
羽
田
空
港
か
ら
空
港
リ
ム

ジ
ン
バ
ス
で
約
20
分
と
い
う
好
ア
ク
セ
ス
の
レ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
台
場
に
あ
る
。
夏
休
み
期

間
な
ど
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
国
内
の
観
光
客
が

多
い
が
、
旧
正
月
な
ど
の
時
期
に
は
ア
ジ
ア
圏

か
ら
の
外
国
人
観
光
客
が
多
く
、
第
一
級
の
国

際
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
多
彩
な
ゲ
ス

ト
を
迎
え
て
い
る
。

「
羽
田
空
港
の
国
際
線
の
発
着
枠
の
増
加
も

あ
り
、
ア
ジ
ア
圏
の
お
客
さ
ま
が
増
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
主
に
ソ
フ
ト
面
、
ご
案
内
の
サ
イ
ン
や

従
業
員
の
言
語
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の

お
客
さ
ま
も
増
え
て
お
り
、
宗
教
に
配
慮
し
た

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
も
課
題
と
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
海
外
で
の

セ
ー
ル
ス
、
団
体
観
光
客
獲
得
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
会
場
予
定
地
が
、
台

場
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ホ
テ

ル 

グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

Ｌ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ

の
注
目
が
今
後
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
就
航
に
よ
る
24
時
間
化

を
、
い
ち
早
く
誘
客
に
結
び
付
け
た
取
り
組
み

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
温
泉
施
設
「
天
然
温

泉 

平
和
島
」
だ
。
深
夜
早
朝
に
来
日
す
る
外
国

人
旅
行
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
２
０
１
０
年

11
月
よ
り
24
時
間
営
業
を
開
始
。
さ
ら
に
羽
田
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羽田・品川のポテンシャルを活かした事業の展開
京急グループは、鉄道を含む交通事業以外にも、
不動産事業、レジャー・サービス事業、流通事業など幅広い事業を手掛けている。
グループでは、今後さらに重要性が増す羽田空港と、
大規模な開発が予定されている品川地区を「最重要拠点」に位置付け、
それぞれの高いポテンシャルを活かした事業を展開、さらなる飛躍を期している。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之
写真提供／京浜急行電鉄株式会社

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］ REPORT.ⅠⅠⅠ



23 MINTETSU WINTER 2014

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
行
き
早
朝
無
料
送
迎

バ
ス
を
毎
日
運
行
し
て
い
る
。
早
朝
航
空
便
利

用
者
の
前
泊
に
対
応
す
る
も
の
で
、
利
用
者
に

大
変
好
評
だ
。

広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
す
る
品
川

京
急
グ
ル
ー
プ
が
、
羽
田
空
港
と
と
も
に
事

業
展
開
の
重
要
拠
点
に
位
置
付
け
て
い
る
の

が
、
品
川
地
区
だ
。

品
川
駅
の
現
在
の
乗
降
人
員
は
京
急
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
合
わ
せ
る
と
、
1
日
平
均

１
０
０
万
人
で
、
全
国
第
８
位
の
規
模
と
な
っ

て
い
る
。
京
急
線
で
羽
田
空
港
ま
で
わ
ず
か
15

分
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
全
列
車
が
停

車
す
る
と
い
う
、
都
内
で
も
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
だ
。

こ
の
品
川
駅
が
大
き
く
変
貌
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
控
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
現
在
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
建
設
を
進
め
て
い
る
東
北
縦
貫
線

の
開
業
だ
。
２
０
１
４
年
度
中
の
開
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
東
北
縦
貫
線
が
完
成
す
る
と
、
上

野
駅
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
宇
都
宮
線
・
高
崎

線
・
常
磐
線
の
３
線
が
東
京
駅
に

乗
り
入
れ
、
品
川
駅
ま
で
の
直
通

運
転
が
可
能
と
な
る
。
首
都
圏
北

部
主
要
都
市
と
品
川
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け

だ
。さ

ら
に
、
２
０
２
７
年
に
は
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
品
川
駅

－

名
古
屋
駅
間
（
所
要
時
間
約
40

分
）
が
開
業
、
２
０
４
５
年
に
は

大
阪
駅
（
同
約
67
分
）
ま
で
全
通

す
る
予
定
だ
。
中
部
・
近
畿
地
区

と
短
時
間
で
結
ば
れ
る
将
来
を
控
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
品
川
駅
が
交
通
の
要
衝
と
な
る
。
羽

田
空
港
と
と
も
に
、
品
川
駅
が
首
都
圏
広
域
交

通
の
拠
点
、
日
本
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
く
。

現
在
の
京
急
線
の
品
川
駅
の
１
日
乗
降
人
員

は
約
25
万
人
で
、
泉
岳
寺
駅
を
除
く
全
72
駅

中
、
１
日
約
30
万
人
の
横
浜
駅
に
次
い
で
第
２

位
と
な
っ
て
い
る
。
京
急
品
川
駅
の
乗
降
人
員

が
大
幅
に
伸
び
、
こ
の
順
位
が
変
わ
る
可
能
性

は
大
き
い
。

品
川
駅
は
、
品
川
駅

－

泉
岳
寺
駅
間
が
開
業

す
る
ま
で
、
京
急
本
線
の
起
点
と
さ
れ
て
き
た

駅
で
、
高
輪
口
周
辺
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
が
拠

点
と
し
て
き
た
地
で
も
あ
る
。
現
在
は
、
泉
岳

寺
に
位
置
す
る
京
急
電
鉄
本
社
ビ
ル
も
か
つ
て

は
品
川
駅
前
に
あ
っ
た
。
京
急
グ
ル
ー
プ
の
資

産
も
、
品
川
エ
リ
ア
で
は
高
輪
口
周
辺
に
集
中

し
て
お
り
、
約
６
万
㎡
の
土
地
を
保
有
し
て
い

る
。
主
な
敷
地
に
は
、
旧
京
急
本
社
跡
地
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」、
駅
に
隣
接
し
た
「
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
」、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
る
京
急
第
１
ビ
ル

や
オ
フ
ィ
ス
・
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
か
ら
成
り
立
つ
京

至
新
大
阪

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線（
計
画
）

至
名
古
屋

至
久
里
浜

至
大
船

山
手
線

京
浜
東
北
線

宇
都
宮
・

高
崎
線

常
磐
線

至
大
宮

至
池
袋

至
成
田
空
港

東
海
道
線

総
武
線

（
快
速
）

至水戸至黒磯

横
須
賀
線

東
海
道
新
幹
線

至
渋
谷
・
新
宿

至
横
浜
・
三
崎
口

至
小
田
原
・
熱
海

品 川

東 京

泉岳寺

京
急
線

都
営
浅
草
線

京
成
線

上 野

至千葉

羽田空港

押上
（スカイツリー前）

東北縦貫線
（工事中）

羽田・品川のポテンシャルを活かした事業の展開
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急
第
７
ビ
ル
、
高
架
下
の
フ
ー
ド
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
品
達
」
な
ど
多
様
な
施
設
を
持
っ
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、
品
川
地
区
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

２
０
１
０
年
９
月
に
営
業
を
終
了
し
た
大
型

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
」

に
つ
い
て
は
業
態
変
更
を
行
っ
た
。
戦
前
は
皇

族
の
邸
宅
（
高
輪
南
町
御
用
邸
）
だ
っ
た
と
い

う
土
地
は
、
建
物
外
も
含
め
る
と
約
２
万
５ 

０
０
０
㎡
に
及
び
、
エ
リ
ア
内
の
京
急
グ
ル
ー

プ
保
有
地
の
中
で
最
も
土
地
面
積
が
広
い
。
翌

年
４
月
に
、
既
存
の
建
物
を
複
合
商
業
施
設

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
」
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
。
先
に
述
べ
た
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」

を
中
核
に
飲
食
店
舗
、
大
規
模
貸
会
議
室
・
宴

会
施
設
、
物
販
店
舗
な
ど
多
様
な
テ
ナ
ン
ト
を

集
積
さ
せ
た
。

「
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
を
40
年
近
く
営

業
し
て
い
た
が
競
争
力
強
化
に
向
け
、
全
面
改

装
し
て
幅
広
い
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
複
合
施
設
に
し
た
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。

続
い
て
２
０
１
２
年
10
月
に

は
、
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
ビ

ル
を
取
得
、
耐
震
補
強
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
オ
フ
ィ
ス
・
飲

食
施
設
向
け
の
「
京
急
第
10
ビ

ル
」
を
開
業
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
京
急
第
１
ビ
ル
高
層
棟
、

ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
大

規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
す
で
に

完
了
し
、
２
０
１
４
年
以
降

は
、
鉄
道
駅
の
耐
震
補
強
工
事

と
と
も
に
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
な
ら
び
に
高
架
下
飲
食
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ

資
産
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
将
来
の
本

格
的
な
街
づ
く
り
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
も
、
品
川
駅
高
輪
口
周
辺

の
優
良
な
土
地
・
建
物
の
取
得
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
方
針
だ
。

公
的
ス
キ
ー
ム
で
国
際
都
市
を
目
指
す

さ
ら
に
、
品
川
駅
周
辺
で
は
現
在
、
大
規
模

な
再
開
発
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
品
川

駅
と
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
の
間
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

品
川
車
両
基
地
を
核
と
す
る
再
開
発
構
想
だ
。

現
時
点
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
東

北
縦
貫
線
が
完
成
す
る
と
、
現
在
、
品
川
車
両

基
地
に
所
属
し
て
い
る
列
車
を
品
川
以
北
の
基

地
に
配
置
換
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
車
両
基
地
が
不
要
に
な
る
。
そ
こ
で
車
両

基
地
の
西
寄
り
を
走
っ
て
い
る
山
手
線
と
京
浜

東
北
線
の
線
路
を
、
東
海
道
新
幹
線
に
沿
う
形

で
移
設
し
て
、
車
両
基
地
跡
地
の
西
側
15 

ha
を至横浜

京急第2ビル

京急第6ビル

京急第3ビル

東
海
道
新
幹
線京急電鉄本社京急電鉄本社

京急第8ビル

京急第5ビル

京急第10ビル

京
急
第
１
ビ
ル

京
急
第
７
ビ
ル

ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

ウィング高輪
EAST

SHINAGAWA
GOOS

京
急
線

泉岳寺駅

品川駅

田町駅

至東京

JR東日本
再開発予定地約15ha

1日本有数のレジャースポット、台場に位置する「ホテ
ル グランパシフィック LE DAIBA」。2「京急 EX イン
品川駅前」を中核とする複合商業施設「SHINAGAWA 
GOOS」。3ビジネスホテルとして躍進著しい「京急 EX
イン」。写真は１号店である大森海岸駅前。4大規模リ
ニューアルが完了した「ウィング高輪 WEST」。5 2012
年に取得した「京急第 10 ビル」。
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4 5
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特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

再
開
発
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
。
さ
ら

に
、
山
手
線
内
で
最
長
区
間
（
約
２・２
㎞
）
の

品
川
駅

－

田
町
駅
間
に
新
駅
を
設
置
す
る
構
想

も
あ
る
。
都
市
開
発
が
成
熟
し
た
東
京
都
内
に

お
い
て
は
「
最
後
の
大
型
開
発
」
と
も
言
わ
れ
、

品
川
と
い
う
都
心
の
一
等
地
の
再
開
発
構
想
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
京
急
グ
ル
ー
プ
が
事

業
の
拠
点
に
置
く
高
輪
口
周
辺
も
、
再
開
発
エ

リ
ア
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
再
開
発
構
想
の
追
い
風
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
公
的
ス
キ
ー
ム
の
充
実
だ
。
再
開

発
エ
リ
ア
と
な
る
品
川
駅
・
田
町
駅
周
辺
地
域

は
、
東
京
都
の
「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー

特
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
特
区
内
で
は
、

外
資
系
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
都

市
づ
く
り
を
目
指
し
、
規
制
緩
和
や
法
的
な
優

遇
措
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区

は
、
国
の
「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
将
来
性
豊
か
な
産
業
や
外
資
系

企
業
の
集
積
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の
成
長
を

リ
ー
ド
す
る
国
際
的
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
、
全
国
で
７
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

京
急
沿
線
で
は
、
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区
が

「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
」
と
し
て
、

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
が
「
京
浜
臨
海
部
ラ
イ

フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特
区
」
と
し
て
「
国
際
総

合
戦
略
特
区
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
こ

の
２
地
域
は
さ
ら
に
、
安
倍
内
閣
の
第
三
の
矢

に
位
置
付
け
ら
れ
る
成
長
戦
略
の
要
、「
国
家
戦

略
特
区
」
に
格
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

こ
の
よ
う
に
自
治
体
と
国
に
よ
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
品
川

の
再
開
発
構
想
だ
が
、
追
い
風
は
こ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
品
川
駅
・
田
町
駅
周
辺
は
、

「
羽
田
空
港
の
国
際
化
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
整
備
を
契
機
に
、
東
京
の
新
た
な
玄
関
口
と

し
て
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
街
づ
く
り
を
推

進
す
る
」
と
し
て
、
都
市
再
生
本
部
が
所
管
す

る
「
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」
の
指
定

も
受
け
て
い
る
の
だ
。

国
も
東
京
都
も
品
川
地
区
の
有
望
性
、
将
来

性
に
期
待
を
か
け
る
。
特
区
の
指
定
を
起
爆
剤

に
、
大
規
模
な
再
開
発
が
進
み
、
品
川
は
国
際

的
な
街
へ
と
発
展
す
る
。

品
川
開
発
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置

品
川
地
区
発
展
の
一
翼
を
担
う
京
急
グ
ル
ー

プ
も
、
品
川
駅
高
輪
口
周
辺
の
将
来
的
な
大
型

開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
３
年
６
月
27

日
、
社
内
に
特
別
委
員
会
と
し
て
「
品
川
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員

会
を
中
心
に
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め
、
品
川

地
区
の
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。

「
品
川
地
区
の
開
発
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
単
独

で
進
め
て
い
け
る
も
の
で
は
な
く
、
関
係
各
所

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
京
急

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
考
え
方
を
き
ち
ん
と
ま
と

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
組
織
を
横
断
し
て

情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
社
内
連
携
を

強
め
な
が
ら
、
事
業
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
。

委
員
会
は
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
を
委
員
長
に
、

鉄
道
本
部
と
生
活
事
業
創
造
本
部
の
本
部
長
２

人
の
３
人
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
実
際
の

会
議
に
は
各
部
長
、
課
長
ク
ラ
ス
も
自
主
的
に

参
加
し
、
実
践
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
」
と

國
生
常
務
は
語
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
品
川
地
区
の
開

発
に
お
い
て
、
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

ホ
テ
ル
の
展
開
、
ビ
ル
建
設
や
そ
の
運
営
管
理

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
の
全
事
業
が
活
躍
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
品
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
議
論
を
深
め
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
京
急
電
鉄
で
は
品
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
の
発
足
に
続
き
、
組
織
を
再
編
し
て
い

る
。
生
活
事
業
創
造
本
部
内
に
新
た
に
「
都
心

開
発
部
」
を
発
足
、
品
川
駅
周
辺
を
中
心
と
す

る
都
心
部
の
開
発
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
。

こ
の
組
織
再
編
も
、
品
川
地
区
の
開
発
が
今
後

の
京
急
グ
ル
ー
プ
を
占
う
主
力
事
業
と
捉
え
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

で
は
京
急
グ
ル
ー
プ
は
、
現
時
点
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
基
本
的
に
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
資
産
の

中
で
も
最
も
広
大
な
土
地
を
有
す
る
『
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
』
が
開
発
の
核
に

な
る
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。　

現
在
は
検
討
段
階
だ
が
、
将
来
的
に
は
こ
の

土
地
に
ま
っ
た
く
新
し
い
複
合
施
設
を
誕
生
さ

せ
る
。

「
品
川
エ
リ
ア
は
、
ホ
テ
ル
は
充
実
し
て
い
る

が
、
需
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

そ
の
た
め
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
開
発
も
オ
フ
ィ

ス
を
中
心
に
、
例
え
ば
、
商
業
施
設
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
と
は
異
な
る
高
単
価
の
小
規
模
ホ
テ

ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
施
設
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
」
と
國
生
常
務
は

将
来
像
を
語
る
。

生
活
事
業
創
造
本
部
で
品
川
地
区
の
開
発
を

担
当
す
る
金
子
雄
一
都
心
開
発
部
長
も
「
ホ
テ

ル
の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
品
川
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

「
広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド

ク
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
の
国
際
都
市
化
が
計
画
さ

れ
る
中
で
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
外
資
系
企
業
を
誘
致
す
る
に
し
て

も
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
働
く
人
の
た
め
の
快

適
な
環
境
づ
く
り
な
ど
課
題
は
多
い
。
品
川
地

区
を
拠
点
と
す
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
金
子
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

国
際
的
な
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
品

川
地
区
―
―
京
急
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
そ
の
開
発
効
果
を
、
沿
線
全
域

に
波
及
さ
せ
、
沿
線
の
価
値
向
上
を
目
指
す
。

「
品
川
・
羽
田
を
玄
関
口
と
し
て
、
国
内
外
の

多
く
の
人
が
集
う
、
豊
か
な
沿
線
へ
」
と
い
う

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
京
急
グ
ル
ー
プ
は
一

丸
と
な
っ
て
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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